
 

試験開始の指示があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません 

令和８年度佐賀県クリーニング師試験問題 

１ 衛生法規に関する知識 
 

【注 意 事 項】 

 
１ 解答用紙に、「受験番号」と「氏名」を忘れずに記入してください。 
 
２ 机の上には受験票と筆記用具のみを置いてください。 
 
３ 携帯電話は、必ず電源を切るかマナーモードにし、机の上には置かないで

ください。 
 
４ 解答は、答案用紙にＨＢ又はＢの鉛筆（ｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙ）で記入してください。 

 
５ １つの問題には、複数の選択肢があります。１つを選び解答してください。 
 
６ 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ

等に気づいた場合は、手を挙げて監督者に知らせてください。 
 
７ 試験中にトイレ、体の不調、筆記用具の落下など試験担当者に用事がある

場合は、手を挙げて監督者に知らせてください。 
 
８ 試験問題については、各自持ち帰ってください。 
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試 験 問 題 

 

【衛生法規に関する知識】 

 

問１ クリーニング業法の目的と定義に関する次の記述のうち、正しいものには○印 

を、誤っているものには×印を解答欄に記入しなさい。 

 

（１）クリーニング業法の目的には、クリーニング業者の利益の増進を図ることが含

まれる。 

 

（２）繊維製品を使用させるために貸与し、その使用済み後はこれを回収して洗たく

し、さらにこれを貸与することを繰り返して行う営業は、「クリーニング業」に

含まれる。 

 

（３）「 クリーニング業」とは、溶剤又は洗剤を使用して、衣類その他の繊維製品又は

皮革製品を原型のまま洗たくすることを営業とすることをいう。 

 

（４）洗たくをしないで洗たく物の受取及び引き渡しをすることを営業とする者は、

「営業者」に含まれない。 

 

（５）「クリーニング所」とは、洗たく物の処理又は受取及び引渡しのための営業者の

施設をいう。 
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問２ クリーニング業法の営業者の義務に関する次の記述のうち、①～⑤に当てはま 

る語句として、正しいものをA～C から選び、解答欄に記入しなさい。 

 

（１）営業者は、クリーニング所及び業務用の車両並びに業務用の機械及び器具を 

（ ① ）に保たなければならない。 

 

（２） 営業者は、洗たく物の受取及び引渡しをするに際しては、利用者に対し、（ ② ） 

を明示しなければならない。 

 

（３）営業者がクリーニング師を置かなければならない施設は、洗たく物の受取及び

引渡しのみを行うものを除く（ ③ ）である。 

 

（４）営業者は、届け出なければならない事項に変更を生じたとき、又はクリーニン

グ所を廃止したときは、速やかに（ ④ ）に届け出なければならない。 

 

（５）営業者は、洗たく物を洗たく又は仕上げを終わったものと終わらないものに 

（ ⑤ ）しておかなければならない。 

 

①  A．良好         B．清潔          C．完全 
②  A．営業者の連絡先    B．クリーニング師の氏名  C．苦情の申出先 

③  A．営業者の事務所    B．クリーニング所     C．取次所 

④  A．都道府県知事     B．厚生労働大臣      C．農林水産大臣 

⑤  A．混合         B．一括          C．区分 
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問３ クリーニング師に関する以下の記述のうち、正しいものを（   ）内のA 
  またはB から選び、解答欄に記入しなさい。 

 

（１）クリーニング師の免許は、（A 厚生労働大臣、B 都道府県知事 ）がクリーニン

グ師試験に合格した者に与える。 

 

（２）クリーニング師は免許証の再交付申請後、失った免許証を発見したときは、  

（A ５日以内、B １０日以内 ）に免許を与えた都道府県に提出しなければな

らない。 

 

（３）クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、業務に従事した後１年以

内に研修を受け、その後は（A ３年、B ５年 ）を超えない期間ごとに研修を

受けなければならない。 

 

（４）営業者は、クリーニング所の開設後１年以内に、従事者の中からその従事者数

の（A ２分の１、B ５分の1 ）の者を選び、講習を受けさせなければならな

い。 

 

（５）クリーニング師の研修の目的は、クリーニング師の（A 営業利益、B 資質 ）

の向上を図ることである。 
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問４ クリーニング所における衛生管理要領に関する以下の記述のうち、正しいもの 

には○印を、誤っているものには×印を解答欄に記入しなさい。 

 

（１） クリーニング師は、洗たく物の処理に関する品質管理の実質的な責任者とし

て、衛生的で質の高いクリーニングサービスの提供に努める。 

 

（２） 使用中又は使用後の有機溶剤は、清浄化
せいじょうか

を行う必要はない。 

 

（３） し 尿
にょう

等の汚物
おぶつ

が付着したおむつ等の前処理は、本洗前に所定の場所で行う。 

 

（４） 洗たく場は、受渡し場及び仕上場と隔壁
かくへき

等により区分されていることが望ま

しい。 

 

（５）ドライクリーニング処理を行うクリーニング所の床面は、容易に排水ができる

よう適当なこう配を有し、排水口が設けられていること。 
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解 答 用 紙 
 

【衛生法規に関する知識】 

 
受験番号 氏  名 

  

 

 

問１（各５点×５＝２５点） 

（１） （２） （３） （４） （５） 

× ○ ○ × 〇 

 

問２（各５点×５＝２５点） 

（１） （２） （３） （４） （５） 

Ｂ Ｃ Ｂ Ａ Ｃ 

 

問３（各５点×５＝２５点） 

（１） （２） （３） （４） （５） 

Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

 

問４（各５点×５＝２５点） 

（１） （２） （３） （４） （５） 

○ × ○ ○ × 

 


